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葉
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一

『
往
生

要
集
』

と

『
往
生
拾
因
』
と
が
平
安
朝

の
漂
土
教

に
代
表
す

る
著
作

で
あ
り
、

ま
た
共

に
廣
義

の
念
佛
論
で
あ

る
こ
と
は
あ
ら

た
め
て
云
ふ
ま
で
も

(
1
)

な

い
。
殊

に
前
者

は
北
嶺

の
澤
土
教
を
代
表

し
、
後
者
は
南
都

の
そ
れ
を
代
表

し
て
ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
念
佛

の
解
羅

に
各

の
教
學
的
特
質

が
あ

ら
は
れ

て
ゐ
る
。

從

て
爾
者
を
比
較
す

る
こ
と
に
依

て
、
鎌
倉
時
代

の
漂

土
教

印

ち
法
然
親
攣

へ
の
影
響
と
そ

の
關

係
を
追
究
す
る

こ
と
は
、

一
の
重
要
な
課

題

と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
故

に
こ
こ
で
は
爾
者

に
あ
ら

は
れ
た
念
佛

理
解

の
特
質
を
眺
め

て
み
た

い
と
思
ふ
。

凡
そ
北
嶺

に
行
は
れ
た
念
佛

が

『
摩
詞
止
観
』

に
説

か

れ

る

四
種

三
昧

の

中
」
特
に
常
行
三
昧
に
護
す
る

こ
と
は
明

か
で
あ

る
。
從

て
念
佛
が
襯

念
と
口

稔
と

の
爾
面
か
ら
止
観

の
内
容

と
し
て
用
ひ
ら
れ
、
而
も

口
構
は
方
便
で
あ

つ

て
、
翻
念
が
目
的
で
あ
る

こ
と
は
、
常
行

三
昧
そ
れ
自
ら

の
性
質
と
し
て
當
然

で
あ
る
。
歴
史
的
に
云
へ
ば
、
麓

大
師
が
五
台
山
の
念
佛
三
昧
法
を
傳
(
2
)

こ
の
法
照
流

の
念
佛

に
依

て
常
行

三
昧
を
修
し
め
た

こ
と
は
、

『
慈
畳
大
師
傳
』

に
記
す

と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
『
山
門
堂
舎
記
』
、
『
叡
岳
要
記
』
に

も

同

じ
こ
と

を
傳

へ
て
ゐ
る
。

そ
れ
己

來
常
行
三
昧
堂
に
於

い
て
常
行
三
昧

の
念
佛

が
盛
ん

に
修

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
時
と
共
に
念
佛

の
性
格
は
攣
質

し
つ
つ
あ

つ
た

と
は
い

へ
、
そ

の
圭
外流
は
や
は
り
摩
詞
止
襯

の
常
行

三
昧
と
し
て
読

く
念
佛

で

あ

る
こ
と
に
攣
り

は
な

か
つ
た
。

か
く
て

「
天
台
首
樗

嚴
院

沙
門
源
信

撰
」
と

し
て
著
作

せ
ら
れ

た

『
往
生
要
集
』
が
、

や
は
り
か
う
し
た
基
調

の
上
に
立

つ

て
、

そ

の
念
佛
論

を
展
開

し
て
ゐ
る

こ
と
は
止
む
を
得
ざ
る
歴
史
的
必
然
と

い

は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
然

し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

叡
山

の
念
佛

が
徐

々
に
澤
土
往

生

の
行
業

と
し
て
攣
質

し
つ
つ
あ

つ
た
こ
と
も
ま
た
歴
史
的
必
然

で
あ

つ
て
、

そ
こ
に
は
教
團

の
内
部

か
ら
、

又
教
團

の
外
護
者
と
し

て

の
貴

族

の

要
求

か

ら
、

そ
れ
を
裏
づ
け

る
こ
と
が
で
る

の
で
あ
る

が
、
今
は
そ
れ
に
醐

れ
る
邊
が

な

い
。
印

ち

『
往

生
要
素
』
は
明
か
に
慈
恵
大
師

の

『
九
品
往
生
義
』
を
承
け

た
も

の
で
あ

つ
て
、

そ
れ
は
内
容
的
に
謹
明
し
得
ら
れ
る
。

然
も
慈

悪
大
師
に

『
極
樂
浮

土
九

品
往

生
義

』
の
著
作
が
あ
る
こ
と
は
、

慈
畳
大
師
が
幾

多
の
著

作
を

の
こ
さ
れ
た
に
も
拘

ら
ず
、

未
だ

『
大
』
『
観
』
『
小
』

の
浮
土
経
典

に
關

読
し
た
も

の
が
な

い
の
に
封

し
、
特

に
注
意
す

べ
き

こ
と
で
あ

つ
て
、
漂

土
経

典
た
る

『
観
経
』

の
解
繹

と
し
て

『
九
品
往
生
義
』

に
あ

ら

は

れ

た

念

佛

に

は
、

そ
こ
に
明

か
な

思
想
的
展
開
を
認
め
ね
ば

な

ら

な

い
。
殊

に

『
往

生

要

集
』
に
就

い
て
云

へ
ば
、

そ
れ
は
云
ふ
ま

で
も
な
く

『
観
輕
』

の
解
繹

で
あ

つ

て
、

始
め

の
厭
難

繊
土
と
欣
求
浮
土
は

『
鶴
経
』
の
厭
苦
縁
欣
淫
縁

に
當
り
、

正
修
念
佛

と
助

念
方
法
と
別
時

念
佛

と
は
定
散
二
善

に
、
又
念
佛
利
釜

は
そ
の

得
釜
分
に
あ

て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
見

て
も
明
か
で
あ
る
。

從
て

『
往
生
要
集
』

に
到
れ
ば
、

止
槻

の
内
容

と
し

て
の
念
佛

の
性
格
を
全
く
失

つ
て
は
ゐ
な

い
け
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れ
ど
も
、

そ
と
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
精
神
は
、

飽
く
ま
で
湿
土
往
生

の
行
業
と

し
て
の
念
佛

で
あ

つ
て
、

こ
こ
に

『
往

生
要
集
』

の
念
佛

の
内
容

が
精
細
に
槍

討
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。

凡
そ

『
往

生
要
集
』

の
念
佛
に
は
、

総
じ

て
云

へ
ば

襯
念

と

禰
念

と

が

あ

る
。

但
し
襯

念
の
念
佛

に
は
、

三
心

三
諦

の
實
相
襯
印

ち
理
襯

と
、
彌
陀

の
相

好
や
華
座
を
饗
象

と
す

る
色
相
観
帥

ち
事
襯

と
が
あ
る
。

從
て
特

に
前
者
を
明

か
に
す
る
も

の
は

『
翻
心
略
要
集

』
で
あ
り
、

『
往
生
要
集
』
の
中
心
は
後
者

に

あ
る
。

こ
の
翻
念

の
念
佛
に
封
し
、

月
稻

の
念
佛
を
明
す
も

の
は
、
勿
論

『
往

生
要
集
』
に
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
が
、
最
も
直
接
的

に
具
顯
著

に
表
現
せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
は

『
翻
進
往

生
偶

』
で
あ

る
。
而

し
て

『
往
生
要
集
』
は
そ
の
圭
流

と
し
て
事
観

の
念
佛
を
説
き

つ
つ
、
同
時
に
三
種

の
念
佛

を
含

ん
で
ゐ
る

の
で

あ

つ
て
、

そ
の
露
結

が
何
腱

に
求
め
ら
る

べ
き

で
あ
る
か
は
、
最
も
重
要

に
し

て
か

つ
困
難
な
課
題

で
あ
る
。

『
往
生
要
集
』
に
あ

つ
て
、
往
生
浮
土

の
行
業
と
し
て

の
念
佛
を
明
す

の
は

第
四
正
修

念
佛
門

で
あ
る
が
、

そ

こ
で

は

『
漂
土
論
』

の

五
念
門

を

と

り

あ

げ
、

特

に
襯
察
門
を
中
心
と
し
て
、

始
め
か
ら
理
襯

の
深
奥

に
堪

へ
ざ
る
も

の

の
爲
に
佛

の
色
相
を
襯
ず
る
事
襯
を
教

へ
、
そ

の
基
調
と
な

る

の

は

明

か

に

『
襯

経
』
で
あ
る
。

蓋

し

『
襯
経
』
は

『
齪

無
量
壽
佛
経
』
と

云

は

れ

る

如

く
、
事
襯

の
念
佛
を
最
も
顯
著
に
読
く
も

の
だ
か
ら

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
念

佛
を
明
か
に
す

る
爲

に
、
『
阿
彌
陀
輕
』
龍
樹

の

『
十
佳
論
』
、
『
十
二
禮
』
、
天

親

の

『
浮
土
論
』
、
道
緯

の

『
安

樂
集
』
、
善
導

の

『
翻
経
疏
』
玄
義

分
、
『
襯

念

法
門
』
『
往
生
禮
讃
』
、
壊
感

の

『
群
疑
論
』
等

が
常

に
引
謹
せ
ら
れ
る
。

か
く

の
如
く

『
往
生
要
集

』
は
翻
想

の
念
佛

を
中
心

と
し

つ
つ
、
し
か
も
同
時

に
ま

た
理
観

の
念
佛
及
び

口
稻

念
佛

へ
關
読

を
噺

ち
切
つ
て
は
ゐ

な

い

の

で
あ

つ
,

て
、
例

へ
ば
正
修
念
佛
門

で

は
、

二

心
構
念
」
と

か

「
墨
聲
構

名
」
と
云

つ

て
ゐ
る
し
、

助
念
方
法
門

の
止
悪
修
善
を
読

く

中

に
、
「
基
レ
聲

念

佛
」
と
云

ひ
、

要
行
を
絡
結
ル
て
有
名

な

「往

生
之
業
念
佛
爲
本
」

の
語

を

置

き
、

又

「
稗
ニ
念
佛
名

一」

の
語

を
も

用
ひ
て
ゐ
る
。

更
に
第
十
問
答
料
簡
門

で
も
往
生

の
多
少
を
明
す
中
に
、
構

念
佛

の
語
を
以
て
尋
常

の
念
相
を
読
き
、

或

は
臨
終

の
念
相
を
読

い
て
ゐ
る
。

か
う

し
て
稻
念
、
稔

佛
、
構

名

の
語

は
之

を
随
庭

に

見
出
す

こ
と
が

で
き
る

の
で
あ

つ
て
、
明
か
に

「往

生
要
集
」
に
は
構
名
念
佛

を
以

て
浮
土
往
生

の
行
業

と
す
る
指
向
が
顯
著

で
あ
る

こ
と
を
否
む
こ
と
は
で

き
な

い
。
殊
に
助
念
方
法
門

の
修
行
相
貌
を
明
す

に
就

い
て
、
『
大
集
臼
藏

分
』

の

「
大
念
見
ニ
大
佛
動
小
念
見
二
小
佛

一」

の
文
を
引

い
て
、

「
大
念
者
大
聲
稗
レ
佛
也
、

小
念
者
小
聲
構
レ
佛
也
、

斯
郎
聖

教
有
ニ
何
惑

也
」

と
云
つ
て
ゐ
る
な
ど

は
、
構
名
念
佛
を
読
く
最

も
顯

著
な
例

と
云
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
け
れ
ど
も

『
往
生
要
集
』
に
読
か
れ
る
念
佛

が
翻

想
的
で
あ

る
こ
と

は
正
修
念
佛
門
を
見
れ
ば

明
か
で
あ
る
。
印

ち
正
修
念
佛

門
は
念
佛

を
明
す

に

『
論
』

の
五
念
門
を
以
て
し
、
禮
拝
門
は
身
業
、

讃
嘆

門
は
口
業
、
作
願
襯
察

同
向

は
意
業
に
配
し
、
而

し
て
そ

れ
ぞ
れ
に
三
業
相
鷹

の
身
業
、

三
業
相
鷹

の

口
業
等

と
云
つ
て
ゐ
る
。

そ
れ
故

に
本
集

の
禮

拝
は
能
禮

所
禮

不

二
に
達

し
て

禮

拝
し
、
讃
嘆
は
、

「
但
鷹

二
至
誠

一不
レ
論
ニ
多
少

こ

る
も

の
で
あ
り
、
作
願

は
菩

提

心

の
こ
と

と
し

て
、
縁
事

縁
理
を
分
別
し
、

縁
理

の
菩
提
心
を
最
上
と
し
、

翻

察
は
色
相
翻
 
(
観
経

の
観

察
)
 を
中
心
と

し

つ
つ
三
身

三
騰

の
観
念

を

含

み
、

又
同
向

は
實
相
性
塞

の
翻

念
を
な
さ
し
め
る

こ
と
と
し
て
ゐ
る
。

從
て
そ

の
念
佛
は

『
襯
輕
』

の
所
読
に
就

い
て
、
道
緯

善
導

二
師
が
翻

佛
三
昧
相
字

と

解
し
た
見
解

に
從

ふ
も

の
で
あ

つ
て
、
た
と

へ
そ
と
に
稻

名
念
佛
を
読

く
と
し

牲
生
要
集
と
往
生
捨
因
の
念
佛
 
(稻

葉
)
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て
も
、

そ
れ
は
襯
察
門
に
於

い
て
、

総
相
鶴

別
相
襯
白
毫
鶴
を
読
き
、

こ
れ
ら

の
相
好
を
翻
ず
る
に
堪

へ
ざ
る
も

の
は
構
名

念
佛

せ
よ
と

い
つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ

な

い
。
印

ち

「今

爲
下
不
レ
堪
二廣

行
P
之
者
上
唯
渤
二
略
襯
納
若
欲
レ
襯
眞
鷹
レ
護
ニ
襯
條

何
況
前
明
ニ
十
種
事

一印
是
浮
土
蕪
嚴
也
」

と

い
つ
て
ゐ
る

の
も

こ
の
意
味
で
あ

る
。

こ
こ
に
極
樂

の
十
事

と
は
浮
土

の

荘
嚴
翻
察

で
あ
り
、

し
か
も

こ
の
荘
嚴
襯
察

は
そ
れ
に
依
て
唯
心

の
彌
陀
を
現

成
す

る
襯
念

の
念
佛

へ
の
方
向
を
失

つ
て
は
ゐ
な

い
。

こ
の
こ
と
は
、
正
修
念

佛
門

に
於

い
て

『
観
経
』
等

に
依
る
色
相
観
を
読

い
て
後

「
或
鷹
レ
鶴
ニ
彼
佛

三
身

一
燈
之
身

也
」
と

云
ひ

「
是
故
當
レ
知
、

所
襯
衆
相
印
是

三
身
印

一
之
相
好
光
明
也
、
諸
佛
同
鐙
之

相
好
光
明
也
、
萬
徳
圓
融
之
相
好
光
明
也
、
色
印
是
塞
故
謂
二
之
眞
如
實

相

室
印

是
色
故
謂

ニ之
相
好
光
明

一
色

一
香
無
レ
非
ニ
中
道

受
想
行
識
亦
復

如
レ
是
、
我
所
有

三
悪
道
與

彌

陀
萬
徳

一本
來
塞
寂

一
燈

無
碍
、

願
我
得
レ

佛
齊
ニ聖

法
然

ー」

と
云
つ
て
ゐ
る
が
如
き
は
そ
れ

で
あ
る
。

こ
れ
に
依
て

思

ふ

に
、
『
往
生
要

集
』

の
念
佛

は
、

一
方
で
は

口
構
念
佛

へ
の
傾
籍
を
保
ち

つ
つ
、
他
方

「
我
所

有

三
悪
道
與
ニ
彌
陀
萬
徳

一本
來
塞
寂

一
膿
無
碍
」

で
あ
る
と
す
る
實
相
襯

の
念

佛

へ
の
方
向
を
も
失

つ
て
ゐ
な

い
。
從

て
源
信
そ
れ
自
身

が
天
台

の

一
心
三
諦

の

『
理
翻
』

の
念
佛
と

『
襯
経
』
を
中
心
と
す

る
道
紳
善
導
系

の
口
構

念
佛

と

の
分
水
嶺
に
立

つ
と
共
に
、

『往

生
要
集
』
そ

の
も

の
が
常
行
三
昧

本
來

の
目

的
た
る

三
心
三
襯

の
理
観

か
ら
離

れ
て
、

本
願

の
念
佛

に
全
托
す
る
信

の
宗
教

へ
の
分
岐
黙

に
立

つ
如
き

地
位
を
占

め
る
も

の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
か
く

て

『
往
生
要
集
』
は
、

理
観

の
念
佛

へ
の
指
向
を

は
つ
き
り
と
断

ち
切

つ
て
は

ゐ
な
い
け
れ
ど
も
、

し
か
も

そ
れ
か
ら
離

れ
て
、
偏

へ
に
稻
名
念
佛

に
依

て
彌

陀
の
願
力
に
乗
托
す
る
信
中
心
の
浮
土
信
仰
へ
の
傾
斜
を
、
よ
り
張
く
孕
ん
で

ゐ
る
と

い
つ
て

い
い
し

そ
れ
を
鋭
く
看
破
し
た

の
が
實

に
法
然

で
あ

つ
た
と

い
つ
て
い
い
。
既

に
在
來
注
意
せ
ら
れ
て
來
た
如
く
、

正
修
念
佛
門
に
極
略
観

を
明
す

一
心
禰

念
の
念
佛
、

助
念
方
法
門
に
往

生

の
要
行
を
総
結
七
て

「
往
生

之

業
念
佛

爲
本
」

と
い
つ
た
明
文
、

更
に
は
念
佛
謹
擦
門

に

「
問

三
切
善
業

各
有
二
利
釜

一各
得
二往

生

何
故
唯
渤

ニ念
佛

一
門

答
今

翻
二
念
佛

軸非
三
是
遮
二
飴
種

々
妙
行

只
是
男
女
貴
騰

不
レ
簡
ニ
行
佳

坐
臥

不
レ
論
二時
慮
諸
縁

一修
レ
之
不
レ
難
、
乃
至
臨
終
願
ニ
求
往
生

蝋得
二
其
便
宜

唱不
レ

如
二
念
佛

一故
」

と
云

つ
て
ゐ
る
文
、

又
は
同
じ
く
念
佛
謹
擦
門

に
三
重
六
義
を
以
て
明
す

念

佛

な
ど

は
、
明

か
に
か
う
し
た
禰
名
念
佛

へ
の
傾
斜

が
決
定
的

で
あ
る

こ
と
を

示
す
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に

『
往

生
要
集
』

の
念
佛

が
心
念
と
禰

念
と

の
分
水

嶺

に
立
つ
て
、
禰
念

へ
の
強

い
傾
烈
を
持

つ
て
ゐ
る
特
色
を
見
る

こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
こ
と
は
、

全
く

『
往

生
要
集
於
要
』
己
下

の
箸
作
を
通
し
て
法
然

が

よ
く
洞
察

し
た
と

こ
ろ

で
あ
る
。
然

し

『
要
集
』

の
念
佛
は
、

法
然

の
無
襯

の

稻

名
と
は
そ

の
落
差

に
於

い
て
遠
く
距
る
も

の
で
あ

る
こ

と

は
勿
論

で
あ

る

が
、

ま
た
本
集
な
く
し
て
は
、

理
襯

の
念
佛

か
ら
無
襯

の
稻

名

へ
の
急
激
な
落

差

は
生
じ
得
な
か

つ
た

で
あ
ら
う
。

二

然
ら
ば
、
永
襯

の

『
往

生
拾
因
』

に
あ
ら
は
れ
た
念
佛

は
如
何
な
る
性
格
を

持

つ
て
ゐ
る

で
あ
ら
う

か
。
永
襯
は
源
信
に
後
る
る
こ
と
約
百
年
、

明
か
に
北

(
3
)

嶺
浮
土
教
の
影
響
を
強
く
受
け
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
し
そ
の
念
佛

の
特
色
は
顯
著
な
構
名
念
佛
の
實
践
で
あ

つ
た
。
『
往
生
要
集
』
が

「天
台
首

樗
嚴
院
沙
門
源
信
撰
」
で
あ
つ
た
に
野
し
、
『往
生
拾
因
』
は
永
翻
が
三
論
宗

に
屡
し
、
東
大
寺
別
當
を
勤
め
た
ほ
ど
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
「念
佛
宗
永
襯
」
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と
各

の
り
、

自
ら

三
論
宗

に
あ

る
こ
と
を
忘
れ
た
か
の
如
く

で
あ
る
。
郎

ち
そ

の
序

分
に
は

「
依
二
道
緯
之
遺
誠

一火

急
構
名
、

順
二懐
感
奮
儀

蝋働
聲
念
佛
」

と
云
つ
て
、
道
紳
懐
感

の
念
佛
義
に
順
ず

る
こ
と
を
明
か
に
し
、

念
佛

の

一

行
を
開

い
て
十
因

と
な
し
そ

の

三
々
に
、
「
一
心
稻
念
阿
彌
陀
佛

」
と
專

ら

稔

名
念
佛
を
勧
め
て
ゐ
る
。

『
往
生
拾
因
』

の
念
佛

の
性
格
を
決
定
す
る
鍵
は

一
心
構

念
に
あ
り
、

特

に

三
心
が
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
十
因

の

三
々
に
、

「
一
心
構

念
阿
彌
陀
佛
…
…
必

得
往

生
」

の
標
文

が
置
か
れ

て
ゐ
る

こ
と
に
依

て
明
か
で
あ

つ
て
、

こ
こ
に
念
佛

一
行

が
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
往
生
拾
因
』

に
依
れ
ば
、

念
佛
が
往

生
漂

土

の
業
因

と

し
て
本
願
に
由
來
す
る
こ
と
は
、
寧
ろ
三
論
宗

を
離
れ
て
念
佛
宗

と
名

の
る
永

観

の
當
然

の
立
場

で
あ

つ
て
、
第

十
因
に
は

「随

順
本
願
故
」

と
云
つ
て
、

こ

の
念
佛

を
誓

つ
た
願
が
浮

土

の
圭
要
輕
典

『
大
無
量
壽
経
』

の
第
十
入
願

で
あ

り
、

從

て

一
心
構

念

の
念
佛

は
全
く

こ
の
第
十
入
願

に
基

く
と
し
て
ゐ
る
。
さ

れ
ば
第
十
因
を
明
す

に
就

い
て
、
永
襯
は
善

導

の

『
襯

輕
疏
』
散
善
義

の
就
行

丘
信

の
文
を
取
意
し
て
構
名

正
定
義

の
意
を
示
し
、

「
是
故
行
者

係
二
念
悲
願

至
レ
心
稻
念
、

除
ニ
不
至
心
者
剛
不
レ
順
ニ
本
願

一

故
」

と

云
つ
て
ゐ
る
。

か
く

て

一
心
稻
念

の
念
佛
は
至
心

の
念
佛

で
あ
り
、

そ
れ

が
本
願
に
順
ず

る
道
な

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
注
意
す

べ
き

は
、
『
往
生

要
集
』

に
は

『
散
善
義
』

が
全

く
引
用

せ
ら
れ
て
ゐ
な

い
に

野

し
、
『
往

生
拾

因
』
に

は
、

そ
れ
が
引
用

せ
ら
れ

て
、

一
心
專

念

の
稻
名
が
正
面
か
ら
強
調
せ
ら
れ
て

ゐ
る

こ
と
で
あ

る
。

か
く
て

一
心

が
本
願
 
(
第
十

八
願
)
 の
至
心
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
稻

念
は
ま

た
本
願

の
十
念
に
當

る
こ
と
は
瞬
か
で
あ
る
。

然
る
に
本
願

に
あ

つ
て
は
、
既

に
乃
至
十
念
と
あ
る
が
如
く
、

乃
至
は
多
少
を
含
む
意
味
で
あ

つ
て
、

至
心
信

樂
欲
生

の

一
心
か
ら
自
然
に
流

出
す

る
稻
出
す
る
構
名
で
あ
る

に

樹

し
、
『
往

生
拾
因
』
に
あ

つ
て
は
、

至
心
即

ち

一
心

に
依

て
、
十
念
印

ち
構

念
が
護

る

の

で
は
な
く
、

却
て
十
念
に
依

て
至
心
を
、
稻
念
に
依
て

三
心
を
護
す

の
。で
あ

つ

て
、
そ

の
關
係
を
明
か
に
す

る
も

の
が
第
七
因
と
第
入
因

と
で
あ
る
。
第

七
因

で
三
業
相
鷹
を
、

第
八
因

で
三
昧
獲
得
を
明
す

の
は
、

三
業
相
鷹

の
構

念
が
三

昧
護
得

の

三
心
を
得
る
爲
だ
か
ら

で
あ
る
。

か
く

て
第
七
因

で
は
構
名
が
舌

を
動

か
す
故
に
身
業
で
あ
り
、
聲

を
護

す
る

が
故

に
口
業

で
あ
り
、

意
を
経
る
が
故

に
意
業

で
あ
る
と
し
て
、
構
名

こ
そ
三

業
相
鷹

せ
る
も

の
で
あ
り
、

こ

の
三
業
相
鷹

の
構
名
に
依

て

三
心
專

念
を
叢
得

す

る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
明
し
て
ゐ
る
。
印
ち

「
襲
レ
聲

不
レ
絶
構
ニ
念
佛
號
画
三
業
相
鷹
專
念
自
獲
、
故
襯
経
至
レ
心
構
レ
名

令

二聲

不
レ
絶

ー」

と
云
ひ
、
又

「
向
レ
西
合
レ
掌
澄
聲
稻
念
、
随

ニ遍
敷
之
積

一專
念
漸
護
」

で
あ
る
。

か
く
て
專
念
を
襲
す
爲
に
は
、

如
何
に
し
て
も

三
業
相
鷹

の
構
念

に
依

ら
ね
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ

つ
て
、

こ
こ
に

『
拾
因
』
が
稻
名
念
佛

の
實

践
を

強
調
し
た
念
佛

の
特
質

が
あ
る
。
印

ち
高
聲

に
構
念
す

る
念
佛
が
か
く
も

強
く

圭
張
せ
ら
れ
る

の
は
、

そ
れ
が
易
行
だ
か
ら
で
も
な
け

れ
ば
、

本
願

の
行

だ
か

ら

で
も
な
く
、

た
だ
專
念
を
獲
す

こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
故

に
設

ひ

一

念

で
あ

つ
て
も
專

念
が
獲
れ
ば
往
生
し
、
設

ひ
萬
遍

で
あ

つ
て
も
、

專
念

が
襲

ら
な
け
れ
ば
往

生
を
得
な

い
。
何
故
な
ら
專
念
こ
そ
が
往
生

の
引
業
を
成

じ
、

往
生

の
果
を
得

し
め
る

か
ら

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
專
念
を
明
す

の
が
第

八
因

で
あ
る
。

往
生
要
集

と
往

生
拾

因

の
念
佛
 
(
稻

葉
)
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往
生
要
集

と
往

生
拾
因

の
念
佛
 
(
稻

葉
)

第
八
因

に
明
す
專
念
は
、
第
七
因

に
あ

つ
て
も
略
そ

の
内
容

を
察

知
し
得
る

の
で
あ

つ
て
、

「
附
二
華
色
月
光

一観

二彌
陀
相
好

寄
二
風
音
鳥
聲

一思

二浮

土
之
樂
習
輔
行
レ

之
可
レ
知
」

と
い

つ
て
ゐ
る
如
く
、

こ
れ
は
明
か
に
定
心
観

想
で
あ

つ
て
、

口
業
構
名
は

こ

の
定
心
翻
想
を
凝

ら
す
爲

の
方
便
手
段
に
過
ぎ
な

い
。

か
く
て
第
八
因
に
到

れ
ば
、

「
夫
諸
法
本
無
二
自
性

一唯
是

一
心
所
作
、
流
ニ
韓
生
死

一心
之
染
相
、
趣
二
向

菩
提

嘱心
之
漂
相
、

乃
至
、
染
浮
諸
法
皆

以
如
レ
是
、
往
生
浮

土
業
量
不
レ
依
ニ

一
心

「哉
」

と

云
つ
て
、
專

念

一
、心
が
往
生
澤
土

の
業
因

で
あ

る
こ
と
を

明
し
、
そ

の
專

念

一
心
が
定
心
で
あ

つ
て
よ
く
往
生

の
業
を
成
ず

る
と
し
て
ゐ
る
。

『
往

生
拾
因
』

に
依
れ
ば
、

こ
の
定
心
に
旦
構
三
昧

と
定
心

三
昧
と
が
あ
る

が
、

一
心
構

念
に
依

て
あ
ら
は
さ
れ
る
三
昧

は
勿
論

口
構

三
昧

で
あ
る

か
ら
、

口
構
三
昧

は
正
意

で
あ
り
、

定
心
三
昧

は
傍
意

で
あ
る
。

而

し
て
こ
の
口
構
三

昧
を
明
す

に
就

い
て
、
『
倶
舎

論
』

の
等

持
定
を
以

て

す

る
。
帥

ち

『
倶
含
』

の
光
記

に

『
正
理
論
』
を
引

い
て

「
令
二
心
無

謝
取
ニ
所
縁
境

蝋不
ニ
流

散

一
因
名
ニ
三
摩
地
輔
言
ニ
三
摩
地

一者

此

云
二
等
持

印
平
等
持
二
心

々
所
法

一令
レ
專
二
三
境

一有
レ
所
ニ
成
辮

故

」

と
み
る
文
に
依
り
、

平
等

に
心

々
所
を
持
し

て

一
境
を
專
ら
な
ら
し
め
る
等

持
定
が
專
念
で
あ

る
と
す
る
。

さ
れ
ば

三
業
相
鷹

の
口
禰
を
通
し
て
平
等
に
心

々
所
を
持
し
、

一
境

に
專
ら
な
ら
し
め
る
な
ら
ば
、
即

ち
專
念
を
襲
す

こ
と
が

で
き
る
と
す

る
の
が
、
『
往
生
拾
因
』

の
立
場

で
あ
る
。

更
に

『
往
生
拾
因
』

で
は

『
文
殊
般
若
経
』
に
依

て
、

理

の

一
行
三
昧

と
事

の

一
行

三
昧
を
読
く
中
、

事

の

一暫行
三
昧

を
明
す

文
を
引

い
て
、

事

の

一
行
三

昧
が
口
構

三
昧

で
あ

る
こ
と
を
明
し
、

ま

た
善
導

の

『
観

念
法
門
』
に
、

「
若

得
ニ
ロ
構

三
昧

一者

心
眼
鄙
開
見
二
彼
漂
土

一
切
蕪
嚴

こ

と

い

ふ
文

を

引

き
、

「
和
倫
既
是

三
昧
.獲
得
之

人
也
、

豊
有
レ
謬
乎
」
と
云

つ
て
ゐ
る
。

か
く

て

「
依
レ
斯
行
者
塵

二飴

一
切
諸
願
諸
行

一唯
二願
唯

三行

念
佛
行

一

散
慢
之

者
千
不
ニ
一
生
袖
專
修
之
人
萬

無
ニ
一
失

一」

と

一
心
專

念
を
。獲
す

べ
き

こ
と
を
勧
め

て
ゐ
る
。

尤
も

こ
の
專

念
を
得

る
爲

の
境
は
、

た
だ

一
境

に
限

る
わ
け

で
は
な

い
の
で
あ

つ
て
、

或
は
法
身
を

念
じ

或
は
佛
智
、

白
毫
、

光

明
、

本
願
、

蜜
地
を
念
ず
る
も
亦
可
な
り

で
あ
る
け

れ

ど
も
、

構
名
は
最
も
有
縁

の
法
で
あ

る
と
共

に
、
我
等

の
實
修

に
適

し
た
行

法

で
あ

る
か
ら
、

ひ
と

へ
に
構
名
を
劉
め
る

の
で
あ
る
。

從
て
そ
の
禰
名

に
と
つ

て
必
要
な

こ
と
は
、

「
念

々
相
次

無
ニ
飴
心

一」
き

こ
と

で
あ

つ

て
、

か
く

て
こ

そ

一
心
專

念
を
獲
す

こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
り
、

一
心
專

念
を
獲
す
構
名

こ
そ

が
、
永
観

の
目
指
す
念
佛
な

の
で
あ
る
。

從

て
口
構

三
昧

と
い
つ
て
も
た
だ
構

へ
る
こ
と
が
要
な

の
で
は
な
く
、

三
昧
を
獲
得
す
る
こ
と
が
要
な

の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
の
八
因
を
明
す
終

に
は
、

「
十
因
之

興
在
ニ斯
因

こ

と

い
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
『
往
生
拾
因
』

の
説

く

念
佛

の
眞
意
義
が

こ

こ
に
あ
る
の
で
あ

る
。

然

る
に
專
念
を
獲
す
爲

に
心
を
用
ひ
て
佛
號
を
構

し
て
も
、

散
鴛

の
心
は
暫

く
も

止
ま
ず
、

散
心

の
念
佛
す
ら
退
捨
せ
ん
と
す

る
。

こ
こ
に
愈
散
心

の
口
構

が
勧

め
ら
れ
る
所
以
が
あ
る

の
で
あ

つ
て
、

こ
こ
に
特

に

高
聲

の
念
佛

を
翻

め
、
行
者
高
聲
に
念
佛
す
れ
ば
三
昧

成
じ
易

く
、
小
聲
に
佛
を
構
す

れ
ば

馳
散

多
し
と
云
ひ
、

自
ら

の
燈
験
に
於

い
て
そ
れ
が
實
謹
さ
れ
た

こ
と
を
記

し
て
ゐ

る
。
永
観

の
念
佛
者
と
し
て

の
面
影
が
こ

」
に
躍

如
と
し

て
を
り
、

そ
れ
が
ま

た
法
然
親
縫

に
依

て
依
用
せ
ら
れ
な
か

つ
た
理
由
で
も
あ

つ
た
。
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然
ら
ば
何
故

に
か
く

の
如
き
專

念
が
往

生
の
業
因
な

の
で
あ
ら
う
か
。

こ
の

意
を
明
す
も

の
が
第
九
因

の
法
身
同
燈

で
あ

る
。
思

ふ
に
、

諸
法
は
無
自
性

で

あ

つ
て
、
法
界
は
た
だ

一
相

で
あ
る
。

さ
れ
ば
諸
法
無
自
性

の
理

に
達

す

れ

ば
、

分
別

の
心
も
な
く
、

分
別

の
心
が
な

い
か
ら
妄
念
も

な
く
、
頓
に
如
來
平

等
法
身
を
讃
る
こ
と
が
で
き

る
。

こ
こ
に
到
れ
ば
、
佛

と
衆

生
と
は
同
禮

で
あ

つ
て
、

更
に
異
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
然
る
に
恨
む
ら
く
は
、
末
代

に
及

ん
で
諸

法
無
自
性

の
理
に
膿
達
す
る
頓
機

は
稀

で
あ
る
。

こ
こ
に
放

い
て
、
有
縁

の
法

た
る
構

名
に
依
て
、

一
心
構
念
を
獲
す

べ
き

で
あ

つ
て
、
序

分
に

「
西
方
要
路
、
末
代
有
レ
縁
」
,

と
あ

る

の
は
こ

の
謂

で
あ

る
。
さ
れ
ば
諸
佛
同
禮

の
理
を
読
く
所
以
は
、

一

心
構

念
を
教

へ
る
本
験

の
信
鐙
を
生
ぜ
し
め
ん
爲
で
あ

つ
て
、
實
に
法
身
同
膿

を
明
す
第
九
因
は

一
心
梅

念
必
得
往
生

の
妙
解
の
鶴
な

の
で
あ
る
。
若

し
ご

の

妙

理
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、

一
心
構
念
必
得
往
生

の
本
願
に
疑
を
生
じ
、

そ
れ

は
念
佛
行
者

の
深

い
障
凝

と
な
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
が
法
身
同
膿

の
理
を
読
く

所
以

で
あ
る
。

か
く

て

『
往
生
拾
因

』
の
念
佛

は
、
易
行

の
構
名
念
佛

か
ら
出
獲

し
て
、
却

て
そ

の
方
向

は
ひ
た
す

ら
阿
字

本
不
生
自
性
即
塞

の
理
襯
に

向

け

ら

れ

て

ゐ

る
。

こ
こ
に

『
往

生
要
集
』

の
念
佛

と

『
往
生
拾
因
』

の
念
佛

と
が
、
同
じ
く

構
名

念
佛
を
読
き

つ

つ
、
そ

の
方
向
を
全
く
逆
に
す

る
も

の
で
あ
り
、

こ
の
相

異
が

一
時
法
然
親
鷺

に
依

て
と
り
あ
げ
ら
れ
、

他
は
省

み
ら
れ
な

か
つ
た
理
由

な

の
で
あ
る
。

1

『
往

生
拾
因
』
後

序

の
丈
滲
照
。

2

『
綾

柵群
童
国
類
聚
』

八
、

六
九
三
頁
。

3
 
拙
著

『
往

生
拾
因
試
論
』

五
六
頁
参
照
。

往
生
要
集
と
往
生
拾
因
の
念
佛
 (稻

葉
)
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